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附
則
第
三
十
三
条
の
二
第
三
項
第
四
号
中
「
、
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
一
項
」
を
削
り
、「
、
附
則
第
五
条
の
四

第
一
項
及
び
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
一
項
」
を
「
及
び
附
則
第
五
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
第
四

号
中
「
附
則
第
五
条
の
四
第
六
項
、
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
五
項
」
を
「
附
則
第
五
条
の
四
第
五
項
」
に
、「
、
附

則
第
五
条
の
四
第
六
項
及
び
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
五
項
」
を
「
及
び
附
則
第
五
条
の
四
第
五
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
十
三
条
の
二
の
二
第
一
項
中
「
附
則
第
三
十
五
条
の
三
の
三
及
び
」
を
「
附
則
第
三
十
五
条
の
三
の
四

及
び
」
に
、「
附
則
第
三
十
五
条
の
三
の
四
第
一
項
」
を
「
附
則
第
三
十
五
条
の
三
の
五
第
一
項
」
に
、「
附
則
第
三
十

五
条
の
三
の
三
第
三
項
」
を
「
附
則
第
三
十
五
条
の
三
の
四
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
附
則
第
三
十
三

条
の
二
の
二
第
一
項
」
を
「
附
則
第
三
十
三
条
の
二
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
三
十
三
条
の
二
の
三

と
し
、
附
則
第
三
十
三
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
非
課
税
口
座
内
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
に
係
る
道
府
県
民
税
の
課
税
の
特
例
）

第
三
十
三
条
の
二
の
二

道
府
県
は
、
租
税
特
別
措
置
法
第
三
十
七
条
の
十
四
第
五
項
第
一
号
に
規
定
す
る
非
課
税

口
座
（
以
下
こ
の
項
、
附
則
第
三
十
五
条
の
三
の
二
及
び
附
則
第
三
十
五
条
の
三
の
三
第
一
項
に
お
い
て
「
非
課

税
口
座
」
と
い
う
。）及
び
同
法
第
三
十
七
条
の
十
四
第
五
項
第
九
号
に
規
定
す
る
特
定
課
税
未
成
年
者
口
座
（
以

下
こ
の
項
、
附
則
第
三
十
五
条
の
三
の
二
及
び
附
則
第
三
十
五
条
の
三
の
三
第
一
項
に
お
い
て
「
特
定
課
税
未
成

年
者
口
座
」
と
い
う
。）を
開
設
す
る
個
人
の
同
法
第
三
十
七
条
の
十
四
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
基
準
年
（
附

則
第
三
十
五
条
の
三
の
二
第
三
項
及
び
第
八
項
並
び
に
附
則
第
三
十
五
条
の
三
の
三
第
一
項
に
お
い
て「
基
準
年
」

と
い
う
。）の
前
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
当
該
非
課
税
口
座
又
は
特
定
課
税
未
成
年
者
口
座
に
つ
き
同
法
第
三

十
七
条
の
十
四
第
六
項
に
規
定
す
る
契
約
不
履
行
等
事
由
（
以
下
こ
の
項
、
附
則
第
三
十
五
条
の
三
の
二
及
び
附

則
第
三
十
五
条
の
三
の
三
第
一
項
に
お
い
て
「
契
約
不
履
行
等
事
由
」
と
い
う
。）が
生
じ
、
当
該
非
課
税
口
座
の

開
設
の
時
か
ら
当
該
契
約
不
履
行
等
事
由
が
生
じ
た
時
ま
で
の
間
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
非
課
税
口
座
内
上
場
株

式
等
の
配
当
等
（
同
法
第
九
条
の
八
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
同
項
に
規
定
す
る
非
課
税
口
座
内
上
場
株
式
等
の

配
当
等
を
い
う
。）に
つ
い
て
同
法
第
九
条
の
八
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
支
払
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
と
き

は
、
当
該
非
課
税
口
座
内
上
場
株
式
等
の
配
当
等
に
係
る
配
当
所
得
の
金
額
に
対
し
、
道
府
県
民
税
の
配
当
割
を

課
す
る
。

２

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
二
十
三
条
第
五
項
、
第
二
十
四
条
第
一
項
第
六
号
並
び
に
第
七

十
一
条
の
三
十
一
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
三
条
第
五
項
中
「
並
び
に
」
と
あ

る
の
は
「
、
附
則
第
三
十
三
条
の
二
の
二
第
一
項
並
び
に
」
と
、
第
二
十
四
条
第
一
項
第
六
号
並
び
に
第
七
十
一

条
の
三
十
一
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
受
け
る
べ
き
日
」
と
あ
る
の
は
「
受
け
る
べ
き
日
の
属
す
る
年
の
一
月
一

日
」
と
す
る
。

３

前
二
項
の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

附
則
第
三
十
三
条
の
三
第
三
項
第
四
号
中
「
、
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
一
項
」
を
削
り
、「
、
附
則
第
五
条
の
四

第
一
項
及
び
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
一
項
」
を
「
及
び
附
則
第
五
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、同
条
第
四
項
中「
令

和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
第
四
号
中
「
附
則
第
五
条
の

四
第
六
項
、
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
五
項
」
を
「
附
則
第
五
条
の
四
第
五
項
」
に
、「
、
附
則
第
五
条
の
四
第
六
項

及
び
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
五
項
」
を
「
及
び
附
則
第
五
条
の
四
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
令
和
八

年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
十
四
条
第
三
項
第
四
号
中
「
、
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
一
項
」
を
削
り
、「
、
附
則
第
五
条
の
四
第
一

項
及
び
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
一
項
」
を
「
及
び
附
則
第
五
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
次
条

第
四
項
及
び
第
五
項
」
を
「
次
条
第
五
項
及
び
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
第
四
号
中
「
附
則
第
五
条
の
四
第

六
項
、
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
五
項
」
を
「
附
則
第
五
条
の
四
第
五
項
」
に
、「
、
附
則
第
五
条
の
四
第
六
項
及
び

附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
五
項
」
を
「
及
び
附
則
第
五
条
の
四
第
五
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
令
和
八
年
度
」
を
「
令
和
十
一
年
度
」
に
、「
。
第
四
項
」
を
「
。
第
五
項
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
令
和
八
年
度
」
を
「
令
和
十
一
年
度
」
に
、「
第
五
項
及
び
第
七
項
」
を
「
第
六
項
及
び

第
九
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
二
項

と
し
、
同
条
第
九
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第
六
項
」
に
、「
第
七
項
」
を
「
第
九
項
」
に
、「
第
十
二
項
」
を
「
第
十
四

項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
十
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中

「
第
四
項
」
を
「
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

８

第
五
項
（
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
場
合
に
お
い
て
、
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
、
租
税

特
別
措
置
法
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
三
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
土
地
等
の
譲
渡
に
該
当
す
る
も

の
を
し
た
と
き
に
お
け
る
そ
の
譲
渡
を
し
た
土
地
等
が
そ
の
譲
渡
を
し
た
時
に
お
い
て
地
す
べ
り
等
防
止
法
第
三

条
第
一
項
の
地
す
べ
り
防
止
区
域
、
急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
の
急

傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
九
条

第
一
項
の
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
又
は
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
第
五
十
六
条
第
一
項
の
浸
水
被
害
防

止
区
域
内
に
あ
る
と
き
は
、
当
該
土
地
等
の
譲
渡
は
、
第
五
項
又
は
第
六
項
に
規
定
す
る
優
良
住
宅
地
等
の
た
め

の
譲
渡
又
は
確
定
優
良
住
宅
地
等
予
定
地
の
た
め
の
譲
渡
に
該
当
し
な
い
も
の
と
み
な
す
。

附
則
第
三
十
四
条
の
二
第
五
項
中
「
令
和
八
年
度
」
を
「
令
和
十
一
年
度
」
に
改
め
、同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、

同
条
第
四
項
中
「
令
和
八
年
度
」
を
「
令
和
十
一
年
度
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次

に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

第
一
項
（
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
場
合
に
お
い
て
、
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
、
租
税

特
別
措
置
法
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
三
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
土
地
等
の
譲
渡
に
該
当
す
る
も

の
を
し
た
と
き
に
お
け
る
そ
の
譲
渡
を
し
た
土
地
等
が
そ
の
譲
渡
を
し
た
時
に
お
い
て
地
す
べ
り
等
防
止
法
第
三

条
第
一
項
の
地
す
べ
り
防
止
区
域
、
急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
の
急

傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
九
条

第
一
項
の
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
又
は
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
第
五
十
六
条
第
一
項
の
浸
水
被
害
防

止
区
域
内
に
あ
る
と
き
は
、
当
該
土
地
等
の
譲
渡
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
優
良
住
宅
地
等
の
た
め

の
譲
渡
又
は
確
定
優
良
住
宅
地
等
予
定
地
の
た
め
の
譲
渡
に
該
当
し
な
い
も
の
と
み
な
す
。

附
則
第
三
十
四
条
の
二
の
二
中
「
第
五
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
十
五
条
第
四
項
第
四
号
中
「
、
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
一
項
」
を
削
り
、「
、
附
則
第
五
条
の
四
第
一

項
及
び
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
一
項
」
を
「
及
び
附
則
第
五
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
第
四
号
中

「
附
則
第
五
条
の
四
第
六
項
、
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
五
項
」
を
「
附
則
第
五
条
の
四
第
五
項
」
に
、「
、
附
則
第

五
条
の
四
第
六
項
及
び
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
五
項
」
を
「
及
び
附
則
第
五
条
の
四
第
五
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
十
五
条
の
二
第
四
項
第
四
号
中
「
、
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
一
項
」
を
削
り
、「
、
附
則
第
五
条
の
四

第
一
項
及
び
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
一
項
」
を
「
及
び
附
則
第
五
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
第
四

号
中
「
附
則
第
五
条
の
四
第
六
項
、
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
五
項
」
を
「
附
則
第
五
条
の
四
第
五
項
」
に
、「
、
附

則
第
五
条
の
四
第
六
項
及
び
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
五
項
」
を
「
及
び
附
則
第
五
条
の
四
第
五
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
十
五
条
の
二
の
二
第
二
項
及
び
第
三
十
五
条
の
二
の
三
第
二
項
中
「
附
則
第
三
十
五
条
の
三
の
三
」
を

「
附
則
第
三
十
五
条
の
三
の
四
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
十
五
条
の
三
の
二
第
一
項
中
「
同
法
第
三
十
七
条
の
十
四
第
五
項
第
一
号
に
規
定
す
る
」
及
び「（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
非
課
税
口
座
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、「
第
四
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
、同
条
第
二
項
中「
第

五
項
に
お
い
て
「
非
課
税
管
理
勘
定
」
を
「
第
七
項
に
お
い
て
「
非
課
税
管
理
勘
定
」
に
、「
第
五
項
に
お
い
て
「
累

積
投
資
勘
定
」
を
「
第
七
項
に
お
い
て
「
累
積
投
資
勘
定
」
に
、「
第
五
項
に
お
い
て
「
特
定
累
積
投
資
勘
定
」を「
第

七
項
に
お
い
て
「
特
定
累
積
投
資
勘
定
」
に
、「
第
五
項
に
お
い
て
「
特
定
非
課
税
管
理
勘
定
」
を
「
第
七
項
に
お
い

て
「
特
定
非
課
税
管
理
勘
定
」
に
、「
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
五
項
」
を
「
含
む
。
以
下
こ
の
条
」に
、「
金
額（
以

下
こ
の
項
及
び
第
五
項
」
を
「
金
額
（
以
下
こ
の
条
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
前
二
項
」
を
「
第
六
項
か
ら
前

項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加

え
る
。

８

非
課
税
口
座
及
び
特
定
課
税
未
成
年
者
口
座
を
開
設
す
る
市
町
村
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
の
基
準
年
の

前
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
当
該
非
課
税
口
座
又
は
特
定
課
税
未
成
年
者
口
座
に
つ
き
契
約
不
履
行
等
事
由
が

生
じ
た
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
民
税
に
関
す
る
規
定
を
適
用
す
る
。こ
の
場
合
に
は
、

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
規
定
に
よ
る
非
課
税
口
座
内
上
場
株
式
等
の
譲
渡

に
よ
る
事
業
所
得
の
金
額
、
譲
渡
所
得
の
金
額
及
び
雑
所
得
の
金
額
と
当
該
非
課
税
口
座
内
上
場
株
式
等
以
外
の

株
式
等
の
譲
渡
に
よ
る
事
業
所
得
の
金
額
、
譲
渡
所
得
の
金
額
及
び
雑
所
得
の
金
額
と
を
区
分
し
て
、
こ
れ
ら
の

金
額
を
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

一

当
該
非
課
税
口
座
の
開
設
の
時
か
ら
契
約
不
履
行
等
事
由
が
生
じ
た
時
ま
で
の
間
に
し
た
非
課
税
口
座
内
上

場
株
式
等
の
譲
渡
に
よ
る
事
業
所
得
、
譲
渡
所
得
又
は
雑
所
得
に
つ
い
て
は
、
当
該
契
約
不
履
行
等
事
由
が
生

じ
た
時
に
、
当
該
非
課
税
口
座
内
上
場
株
式
等
の
特
定
非
課
税
累
積
投
資
契
約
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
方
法
に

従
つ
て
行
わ
れ
る
譲
渡
以
外
の
譲
渡
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
す
。
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